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写真 1 
空港で 
後列左から　常盤(小浜水産)、成瀬(恵那)、瀧本（館林女子）、中原（日田）、野村（潮来）、髙
田（敦賀工業） 
前列左から　高島（米子東）、小原（筑波大）、棚橋（加茂）、大久保（明治大）、武田（美
方）、古田（米子工業） !!
7/28(月)　 
合宿最終日(戸田) 
合宿の最終日は、戸田コースの500ｍのゲートが開くものとばかり思っており、「最後に、2000
を2発、バシッとやって終わろう。」と水上に出ましたが、残念ながら1500しか使えず、急遽
1500m×2に変更。選手たちは暑い中、激しくトライをし、合宿最後を締めくくりました。 !!
7/29(火)　 
・出発(成田) 
午前8：00前に成田空港に到着。 



上手くいけば、U23選手団が丁度この時間帯に帰国予定でしたので、「もしかして会えるか
も・・・。」と思っていましたが、どうやらU23選手団は予定の飛行機が飛ばなかった模様。残
念。10：30発のKLM機が、予定より1時間遅れの11：30に出発。 !
・乗り継ぎ(オランダ・アムステルダム・スキポール空港) 
予定の時刻より1時間遅れの現地16：00頃にｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑの空港に到着。ドイツ行のKLMオランダ航
空への乗り継ぎまで、あと45分！！入国審査の列に並び、手荷物をチェックされ、そこを通過し
た頃には「on board」の時間はとっくに過ぎている。ひたすら走る、走る。それなりに重い機内
持ち込み手荷物を背負い、走る、走る。 
何とか、乗り継ぎのKLM機に滑り込み、セーフ。 !
・到着(ドイツ・ハンブルグ) 
何とかハンブルグに到着。 
まぁ、予想はしていましたが、手荷物は出てこない。あの短時間で、預けたスーツケースがすべて
が次の飛行機に積み込まれるとはさすがに思えません。淡い期待も見事に打ち砕かれ、荷物が出
てくるベルトコンベヤーも静かに止まり、KLMのBaggageClaimのカウンターに。 
「荷物が出てこない。」 
「Only you？」 
「いや、違う。全員だ。」 
「Oh、All of you ??!!」 
「そうだ、17人全員だ。」 
こんなやりとりをしながら、手続き完了。 
最後に、カウンターの担当者が「君たちは何の団体だ？Fighterか？」「何故、私たちがFighter
なんだ？」とおかしいと思いつつ、よく見ると、カウンターの横に険しい顔をした古田コーチが。!
皆、合点がいき、爆笑のうちにピックアップのバスに乗り込み、ホテルに到着しました。 !!
7/30(水)　 
初日(ハンブルグ Water Park Dove-Elbe、Alster lakes) 
スーツケースはまだ届いていないながらも、出国前日のミーティングで「スーツケースが届かない
場合もあるので、ローイングスーツ１着は持ち込み手荷物に入れておくように。」という古田コー
チからの指示があったため、通常通りのトレーニングスタイルでコースに向かった。イタリア・バ
レーゼでのU23選手権を終えたばかりのFilippi艇が、この日、無事にハンブルグに到着している
か、一抹の不安を抱えながら午前10：00前に現地に到着。無事に艇が届いていました。見事に整
理整頓された工具等のBox類。U23選手・マネージャーの皆さま、ありがとうございます。早速
リギング開始。JM4ｘ・JM2ｘ・JW2ｘの３艇は、今回既にWCⅢやU23選手権で使用済み。
JW4x艇のみ、新しく使用する艇になります。 
まだほとんどの国が来ていない中、静かで美しい公園の一角で早速リギング開始。当然、現地OC
もまだ機能していないので、「馬」をかき集めるところからの開始です。午前は、ほぼリギングが
完成したところで終了。 
ホテルに戻り、昼食。 



スーツケースもホテルに届き、一安心。 !
午後は、リギングチェックを兼ねた乗艇。 
思った以上に水上は荒れていましたが、各艇、何度かのリギング調整のために陸上⇔水上を繰り
返しながら、リギングも確定し、初日は終了しました。 !
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写真 2  7月30日 
フィリッピのトレーラーからの艇の降ろし風景1

写真 3  7月30日 
フィリッピのトレーラーからの艇の降ろし風景2

写真 4   7月30日 
JW4x リギング風景1

写真 5   7月30日 
JM4x リギング風景1
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写真 6   7月30日 
JM2x リギング風景1

写真 7   7月30日 
JW2xx リギング風景1

写真 8   ボートハウス1 
会場のボートハウス。Alster LakeのRowingClubは1836
年創設のドイツで最も歴史あるクラブ。それを感じさせ
るレンガ造りの建物です。

写真 9   ボートハウス2 
艇庫内部。奥行50mはあります。



写真 10   フィニッシュタワー 
フィニッシュタワー、ゴールラインです。奥に見えるクルー
はNZLニュージーランドです

写真 11   グランドスタンド 
フィニッシュタワー横に設置されたグランドスタンド。


